
基本的な考え方
　ANAグループでは、グループ行動指針「社会とともに

歩み続けます」の下、企業市民としての活動を推進して

います。経営理念や事業内容などから、3つの活動分野

（①空の旅を通した人々の支援、②環境社会貢献、③地

域社会貢献）を選定し、実施にあたっては、「社員ボラン

ティアの積極的参加」「お客様と思いを共感しあい、一体

となって取り組む機会の創出」を大切にしています。

具体的な取り組み
①空の旅を通した人々の支援

〈東日本大震災への対応〉
　公共交通機関とし

ての責務を果たすべ

く、航空ネットワーク

の維持を第一義とし

つつ、救援物資の輸

送や救出・医療関係者

への渡航協力、義援

金や支援物資、お客

様にご協力をいただいた義援マイルの提供などを行い

ました。また、被災地の避難所における除雪車を活用し

たお風呂サービス支援活動など、社員発案によるさまざ

まなANAグループらしい復興支援活動にも取り組んで

います。

　これからも「心をひとつに」のスローガンの下、あかる

く元気な東北、ニッポンを応援するため、継続的な社員

ボランティア活動を推進していきます。
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②環境社会貢献

〈森づくり〉
　ANAグループが

就航する国内約50

空港周辺地区にて、

2004年から10カ年

計画で森づくりを進

めています。2011

年3月期は、根室中

標津、新潟、小松、

萩・石見の新規4空港を加えて計10カ所で森づくりを

実施、社員と地域のボランティアの方々が一体となった

活動を展開しています。

新潟空港「越後平野の森」での間伐作業

① 空の旅を通した
　 人々の支援

② 環境社会貢献

③地域社会貢献

ANAらしさ（社員×お客様）

宮城県南三陸町における除雪車を活用し
た給湯支援活動
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◆ 森づくりの歩み（2011年3月期）
 森の名称 関連空港 回数 内容

 シマフクロウの森 根室中標津空港 １回目 植林
 らんこしの森 千歳空港 ７回目 下草刈り
 越後平野の森 新潟空港 １回目 間伐
 千葉若葉の森 成田空港 ３回目 下草刈り
 アカコッコの森 三宅島 ２回目 植林
 きりこの森 能登空港 ２回目 下草刈り
 安宅関の森 小松空港 １回目 植林
 ハマヒルガオの森 鳥取空港 ３回目 下草刈り
 アサヒの森 広島空港 ６回目 植林
 高津川清流の森 萩・石見空港 １回目 植林

◆全国50空港周辺での森づくりマップ
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ANAの森

サンゴ再生プロジェクト

米子

鳥取広島

萩・石見
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〈サンゴ再生〉
　海水温の上昇などの影響を受けて壊滅的な状況にあ

る沖縄のサンゴを再生させるため、ANAグループは沖

縄県内外の企業とともに、「チーム美
ちゅ

らサンゴ」を結成、

2004年より沖縄県恩納村にて活動を続けています。美

ら海を大切にする心の輪を広げるため、2010年10月、

恩納村で「チーム美らサンゴ祭り」を開催、東京都内の小

学生約700名にも「環境出張教室」を実施しました。

チーム美らサンゴ Webサイト   
http://www.tyurasango.com/

③地域社会貢献
 ANAグループは、地域社会の一員として、地域に貢

献する活動を各地で続けています。

〈アジアの国の人づくりを支援〉
̶岡崎嘉平太国際奨学財団̶

　岡崎嘉平太国際奨学財団は、岡崎嘉平太第二代社長

の遺志に基づき、アジアの国の人づくりを目的に1990年

に創設され、今年で21年目になります。同財団は、中国、

タイ、マレーシア、フィリピン、インドネシア、ベトナム、

ミャンマー、台湾から毎年数名の留学生を招聘して、日

本の大学院（修士課程）に進学する支援を行っています。

　これまで93名の奨学生を受け入れ、卒業生は母国で

教鞭を執ったり、政府機関や企業に就職したり、また日

本や米国などその他の国で研究を続けるなど、母国の

発展と日本との友好に努めています。

岡崎氏の故郷・岡山県で記念植樹をする奨学生の皆さん
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　1986年アメリカ本土への初の国際定期便として、
成田－ロサンゼルス線を就航、以来25年間地域の皆
様に支えられてきました。2011年6月、ロサンゼルス
支店では「ANA Kid’s Flight Academy」を開催。日米の
架け橋として未来の国際社会を担う地元の子供たちに、
未知への探究心や最新技術に興味を持っていただくイ
ベントを行いました。

地域の皆様に感謝を込めて
〈機体メンテナンスセンターの工場見学〉
　機体メンテナンスセンターでは、一般のお客様を対象

に無料で工場見学を実施しており、修学旅行生やご家族

連れなど、幅広くご参加いただいています。見学に訪れ

るお客様は年間6万人近くに上り、2011年10月の時点

の累計見学者数が65万人を超えました。

機体メンテナンスセンター工場見学 Webサイト   
http://www.ana.co.jp/cp/kengaku

 「しあわせの花 すずらん」をプレゼント
　「しあわせ」「幸福の再来」などの花言葉を持つすず
らんのプレゼントを、当社では1956年から50年以上に
わたり続けています。2011年6月6日、ANAグループの
客室乗務員と各地の地上スタッフが、赤十字病院をは
じめとした全国55カ所の病院を訪問し、入院患者の皆
さんに、すずらんで作った押し花のしおりをお届けしま
した。当期は石巻赤十字病院と徳島赤十字ひのみね総合
療育センターにも新たに訪問させていただきました。こ
の押し花は、北海道の新千歳空港近郊に咲くすずらん
を、全国各地のANAグループの社員が、一つひとつ心を
込めてしおりにしたものです。

すずらんの押し花の
しおり

新たに石巻赤十字病院にも訪問
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